
　東日本大震災に伴う電力供給の不安定
化を受け、地球温暖化対策の一層の推進
に加えて、地域における自立分散型エネ
ルギーの導入を図るため、再生可能エネ
ルギー源の利用を推進する「創エネ」、
効率的なエネルギー利用を推進する「省
エネ」、エネルギー利用の平準化を図る
「蓄エネ」の取組を総合的に推進し、「災
害に強い低炭素社会の実現」を目指して
います。
　このうち、「蓄エネ」の取組の一つと
して、幸区日吉合同庁舎に電気自動車と

　10月は 3R推進月間です。3Rに関する協力を求めるとともに、地球環境にやさしい持続可能な循環型のま
ちを目指した取組として、アゼリア川崎広報コーナーでの展示や各種イベントを実施します。
　一人ひとりが環境に配慮した、地球にやさしい循環型のライフスタイルを実践しましょう！

　九都県市廃棄物問題検討委員会（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま
市、相模原市 )では、循環型社会を構築するため、ごみの発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再生
利用（リサイクル）を普及する事業を展開しています。

　川崎臨海部を中心とした大気環境の更なる改善と地球温暖化対策の推進のため、より望ましい通勤交通のあ
り方を考える「エコ通勤」及び環境に配慮した運搬である「エコ運搬」に関するフォーラムを開催します。
　事業者の皆様、市民の皆様のご参加をお待ちしています。
　●日時：平成 26年 10月 27日（月）13時 30分～ 17時
　●場所：川崎市役所第 4庁舎 2階ホール（川崎区宮本町 3-3）
　●概要：【第 1部　エコ通勤】基調講演「モビリティ・マネジメントでエコ通勤」（筑波大学大学院システ
　　　　　　　　　　　　　　 ム情報工学研究科准教授　谷口綾子氏）、ヤマハ発動機におけるエコ通勤の取
　　　　　　　　　　　　　　 組について、全国のエコ通勤事例、エコ通勤認証制度について
　　　　　【第 2部　エコ運搬】エコ運搬制度について、取組紹介　等
　●主催：国土交通省関東運輸局、（公財）交通エコロジー・モビリティ財団、川崎市　共催：かわさき自動車環境対策推進協議会
　●申込期限：平成26年10月20日（月）（定員200名　先着順　ただし、定員に満たない場合は、期限以降も受付けます。）
　　申込方法等の詳細は市ホームページをご覧ください。
　　市ホームページ：http://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000034535.html

　今年度は、食品廃棄物の削減に向けた「食べきりげんまんプロジェクト」や、
容器包装の発生抑制に向けた「九都県市ごみ減量いいね！キャンペーン」を３
Ｒ推進月間（10月）に実施します。
　詳しくは、九都県市廃棄物問題検討委員会のホームページ「リサイクルスク
エア」をご覧ください。
　ホームページ：http://www.re-square.jp/

3R（スリーアール）とは ……
　　Reduce（リデュース）：ごみを出さないようにして、ごみを減らそう。
　　Reuse（リユース）　   ：まだ使える物は、ごみにしないで繰り返し使おう。
　　Recycle（リサイクル）：ごみになってしまった物を資源として使おう。

充電・給電設備を新規導入し、電気自動車の公用車利用に加え、電気自動車が保有する電力を庁舎の電源とし
て利用し、昼間の電力最大負荷の抑制（ピークカット）や災害時の非常用電源に活用する取組を行っていきます。

電気自動車を庁舎の電源として活用する取組を実施しています！

10月は「リデュース・リユース・リサイクル推進月間」（3R推進月間）です

九都県市の 3R 普及促進に向けた取組

エコ通勤・エコ運搬フォーラムを開催します！

問い合わせ：環境局地球環境推進室　　　TEL 200-3873　FAX 200-3921

問い合わせ：環境局減量推進課　　　TEL 200-2580　FAX 200-3923

問い合わせ：環境局交通環境対策課　　　TEL 200-2530　FAX 200-3922

問い合わせ：環境局廃棄物政策担当　　　TEL 200-2558　FAX 200-3923

 

 

 
電力需要のピーク時間
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災害などによる停電時
は電気自動車が非常用
電源となり、照明、テレ
ビ、情報末端などに電力
を供給。 
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問い合わせ：川崎市地球温暖化防止活動推進センター　　　TEL 813-1313　FAX 330-0319

　川崎市地球温暖化防止活動推進センターでは、乗用車を使用したエコドライブ実車講習会を開催します。受
講者には計測器を貸し出し、講習会受講前後約 2週間ずつ、受講者自身の車で燃費を計測していただきます。
　●日　 時：平成 26年 11月 15日（土）13時～ 17時
　●場　 所：川崎自動車検査登録事務所（川崎区塩浜 3-24-1）
　●申込期限：平成 26年 10月 15日（水）（募集人数 21人。応募者多数の場合は抽選となります。）
　●応募条件： 川崎市在住、在勤の方。普通自動車の運転免許を所有して 1年以上の方（失効・免停中でないこと）。
 講習会前後の燃費計測にご協力いただける方。
　　応募方法等の詳細は川崎市地球温暖化防止活動推進センターのホームページをご参照ください。
　　ホームページ：http://www.cckawasaki.jp/kwccca/

　今年の交流会は、熱い議論と嬉しいお土産が盛りだくさん！川崎市内の花や緑に関わる団体やグループが、
情報交換や交流を繰り広げます。市民と行政の協働を体感するとともに、日頃の疑問や問題をぶつけ合える分
科会や相談コーナーも展開します。これから活動を始めようと考えている皆さんや地域の様子をのぞきたい方
も大歓迎です！
　●日時：平成 26年 11月 30日（日）10時 30分～ 15時 30分
　●会場：多摩市民館（多摩区登戸 1775-1）大会議室・視聴覚室・他（小田急線「向ヶ丘遊園駅」北口より徒歩 5分）
　●内容：ミニコンサート、団体発表、花や森の分科会、パネル展示、団体ブース、土コーナー、活動相談、その他
　●申込み：不要。当日直接会場にお越しください。（一部事前受付あり）

エコドライブ講習会と燃費測定体験のご案内

申し込み・問い合わせ：環境局減量推進課　　　TEL 200-2605　FAX 200-3923

　市では、生ごみリサイクルの取組を推進するとともに、生ごみリサイクルに関わる市民のみなさんがつなが
ることを目的に、市内で生ごみリサイクルに取り組む市民団体の方たちと一緒に「かわさき生ごみリサイクル
交流会」を開催します。ぜひご来場ください。（入場無料）
　●日時：平成 26年 11月 16日（日）13時 30分～ 16時（受付 13時から）
　●場所：川崎市総合福祉センター（エポックなかはら）中原区上小田中 6-22-5
　　　　　（JR南武線「武蔵中原駅」より徒歩 1分）
　●内容：【基調講演】「コンテナで野菜をつくろう」講師：明治大学黒川農場特任教授 佐倉朗夫氏
　　　　　【事例紹介】市内で活動している団体や個人の取組内容を発表
　●定員：60名 ( 先着順 )※申込は平成 26年 10月 27日から（電話・FAX・ホームページで受付）　
　　市ホームページ：http://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000044540.html

かわさき生ごみリサイクル交流会のお知らせ

「 2 0 1 4 花と緑の交流会」参加者募集

問い合わせ： ( 公財 ) 川崎市公園緑地協会　　　TEL711-6631　FAX722-8410
〒 211-0052　中原区等々力3-12　　　　　　　　　　

問い合わせ：建設緑政局みどりの協働推進課　　　TEL 200-2365　FAX 200-3979

　八王子市の高尾山付近から三浦市の城ヶ島付近には、多摩丘陵と三浦丘陵が位置しています。この丘陵に関
係する 13の自治体により、生物多様性に配慮した緑と水景をつなぐ取り組みを実施しています。その取り組
みの一つとして、皆さんに身近な緑や水景を感じ楽しんで歩いていただくとともに、緑の保全の大切さや保全
の取り組みなどを知って頂く「ウォーキングラリー」を開催します。
　●日　　時：11月 9日 ( 日 )　9時～ 15時（受付時間９時～ 10時）荒天中止
　●コース概要： 京王堀之内駅→長池公園→小山田緑地→奈良ばい谷戸→小野路宿
 里山交流館→野津田公園　全長約 11km
　●申込期間：平成 26年 11月 5日まで 先着 300 人 参加無料
　●申込方法：FAX又はホームページで、氏名・住所・電話番号・参加者人数を
 明記の上、㈱URリンケージまで 
 TEL  03-6214-5740 　FAX  03-3272-6017
 ホームページ：http://tama-miurahills.com/

多摩・三浦丘陵ウォーキングラリー（その８）～ニュータウンと里山の水と緑　人との関わりを感じて～

【奈良ばい谷戸の様子】

多摩・三浦丘陵ウォーキングラリー（その 7）～緑深い切通をぬけて　古都鎌倉から逗子の海辺を目指す～
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